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館
山
市
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
国
分
地
区
は
、古
来
よ

り
内
房
と
外
房
を
つ
な
ぐ
街
道
に
面
し
て
お
り
、そ
の
歴

史
は
奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、聖
武
天
皇
の
御
世
発

せ
ら
れ
た
国
分
寺
造
営
の
詔
に
よ
っ
て
、安
房
国
の
国
分

寺
が
置
か
れ
た
地
区
で
す
。平
安
時
代
に
朝
廷
か
ら
親
孝

行
を
表
彰
さ
れ
た
伴
直
家
主
を
祀
る「
孝
子
塚
」が
あ
り
、

こ
の
記
念
碑
は
安
房
の
三
名
工
と
言
わ
れ
た
石
工
の
武
田

石
翁
が
刻
ん
だ
も
の
で
す
。ま
た
江
戸
中
期
に
は
、江
戸
幕

府
を
も
騒
然
と
さ
せ
た
万
石
騒
動
の
舞
台
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。領
主
の
過
分
な
取
り
立
て
に
対
し
領
民
は
老
中
へ

の
直
訴
を
行
い
、三
名
の
名
主
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も

農
民
た
ち
の
勝
訴
と
な
っ
た
万
石
騒
動
は
、有
名
な
農
民

一
揆
で
あ
る
と
同
時
に
、地
域
に
お
い
て
は
末
永
く「
三
義

民
」の
功
績
を
称
え
る
た
め
国
分
寺
に
供
養
塔
が
建
立
さ

　

明
治
四
十
五
年
に
他
地
区
よ
り
購
入
し
た
と
さ
れ
る
国
分
地
区

の
山
車
は
、勾
欄
三
段
式
の
江
戸
型
山
車
で
す
。囃
子
座
の
柱
に
は

珍
し
い
植
物
の
彫
刻
、欄
間
上
に
も
欄
干
が
見
ら
れ
る
特
長
を
有

し
て
い
ま
す
。し
か
し
譲
り
受
け
て
か
ら
一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
山
車
の
老
朽
化
は
著
し
く
、平
成
十
二
年
よ
り
青
年
が

中
心
と
な
っ
て
各
部
の
修
理
、補
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。泥
幕
、提

灯
の
新
調
を
皮
切
り
に
、平
成
二
十
三
年
に
は
区
全
体
で
の
取
り

組
み
と
な
り
大
掛
か
り
な
山
車
本
体
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
棟
梁
：
不
明
　
●
彫
刻
師
：
後
藤
喜
一
　
●
人
形
：
建
御
名
方
命
　

●
扁
額
：
國
華
　
●
上
幕
：
鷹
　
●
下
幕
：
龍
虎
　
●
制
作
年
：
明
治
四
十
五
年
に
購
入
と
伝
わ
る
　

●
半
纏
：
國
分
　
●
提
灯
：
國
分
　

●
お
囃
子
：
四
丁
目
、ぴ
っ
と
こ
、馬
鹿
囃
子
、砂
切
、早
馬
鹿

地
域
の
紹
介

自
慢
の
山
車

国分地区の様々な歴史の舞台となった国分寺

平成25年に新調された胴幕（左：上胴幕 松に鷹、右：下胴幕 龍虎） 国分の彫工後藤喜三郎橘義信の長男 喜一（喜一郎）作の彫刻

れ
ま
し
た
。平
成
二
十
二
年

に
は
三
百
回
忌
が
挙
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
は
、「
孝
子

の
い
で
し
と
こ
ろ
な
り
、義

人
の
い
で
し
と
こ
ろ
な
り
」

と
、館
野
小
学
校
校
歌
に
も

歌
わ
れ
地
域
の
子
ど
も
達

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、台
座
部
四
周
に
施
さ
れ
て
い
た
彫
刻
を
生
か
し
、後

方
は
台
座
部
と
下
勾
欄
の
二
段
と
な
り
、金
物
も
新
調
さ
れ
、全
長

が
五
十
セ
ン
チ
長
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
改
修
に
よ
っ
て
彫
刻
師

「
後
藤
喜
一
」の
名
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
二
十

五
年
に
は
上
下
胴
幕
、人
形
が
新
調
さ
れ
、そ
の
姿
は
ま
っ
た
く
新

た
な
も
の
に
な
り
、区
民
の
誇
り
と
な
っ
て
甦
り
ま
し
た
。幕
に
は

龍
虎
、鷹
の
刺
繍
が
施
さ
れ
、人
形
は
諏
訪
神
社
の
御
祭
神「
建
御

名
方
命
」と
な
り
ま
し
た
。

　

区
、神
社
、青
年
団
が
一
体
と
な
っ
た
結
束
が
具
現
化
さ
れ
た
国

分
地
区
の
山
車
は
、着
実
に
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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